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調査目的

昨年度実権した岩太川絡会期苓の綜果にもとづきE昨年に引きE続いて鉱山排水ならびに廃棲宅物

の実態を杷慢し 将来おとな号ぺき対策の資料を得るため対となった.

E 調査内容
1.場 所 尾富鉱山 k流より弘前市に護る間

(謂奇売の位置は閑 1に示す)

之期 間 昭和 42年4月~昭和 43年五月

五 調査項目及び方法

水港椿存模索雪， PR，電導昆鉄鋼を調I陸した.

方法は→聖水管手干析法に依った.

E 調査結果

1. 水質調査

5J1から 1.2月さでの聞に 4向調饗したが(表1; 2)7，E}は鉱山から 6Km下流の調査点

?において1時間毎に 24時間の連続探水を行川鉱山排水による汚染状況を調資した(表3) o 

Z 生物調奇

1 0月30-3 1日に底壊昆虫の調奄を行った{表4)0 

イ 岩木111の水質

岩木川の水質の特徴をあげると， 上栂こおいては，尾太鉱山から排出される汚抑こより，

鋼イオyの培加が目立ち叉美山湖の透明度が75-8 0伺とやや低いことの 2)設でホる.

ロ湯ノ沢JIIの水脅

湯ノ沢川本来の水明士，調脊点1 1の測定結果によってもわかるとおり非常によし それ

が鉱山排水の鼓舞を受け，調守安点宇において鏡白含有竜が84-310司タ/fと帯ハ海慢

を示していた。

7尽8_9自の喧続測をでは 92-1484 9/eの!切に杭つぞ杭殆んどが 100""'"g/ 
E前後で汚水の排出状視に海端な変動はないようである。しかしとの吠慢では湾ノ沢川には
生物の穆息ほ期待出来ない13 "原容点目が時によって低b、明言与を示しているのは，漏水時には

湖の水面が高くなるた品場ノ~川の流れ坑湖の底â-伝って考入するからである。湯ノ沢

111の水穏は桔永期~若手の閉ま湖水より高いtJもそれ以外の期間1，'ま湖水より低いから，あまり

拡散せずに度を流矛L，発電所から排出される傾向が5il.られる。

調斉点6の鋼需そが湖水より多いのは以上のFJ1由によるものである.その他PH. 酸素晶電
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滋A!など何れも庄市でJF，っと。
ハ美d.l糊の水質

美山湖にほ，浮きノ尺Jl Iのほかに犬宍111， 太 }I~ 暗門川が流入しており， その中でも犬山

賎門/11の水管が多い。これら流入河川の銅器は，大沢1116s9/ e暗門1114ρ9/ι 大111
8 9/eで，替i慢の河Iflと大業がない。 fをがって美山湖の湖水に含まれる銅は，殆んどが
鉱山排水によるものである。このほヵ、湖水が淘っていることは前年度の禄査で指摘され，

との原因について若者々調ぺて司たが結論会得る段階こ至っていない。調獲の経果会要約する

と，湖水をミリポアフィル・ターで遭遇した携合，やや緑がかった黄土色の杭澱を捕集でき，

顕微鋳で狩るむプランクト y らしいものが見当らず不常形の対子だけが貝られた。

55i11こ後綬Ai5 Aで遭遇し，沈滞を盛紙の主'f湿式灰化すると無色の熔演となり碍艇と尽われ

る白色の微細な沈増設が見られた。この溶竣に叫、て銅の反応を試みた結果でば，やや脅し、呈

色があった。模作の失敗のため定雪量出来なかったが，次回こは，はっきりさせたい。

W考察
銅の含有電と底辱f:d虫の数から見て魚が汚染の影響をそけていると思われる範囲は，務ノ沢111

だけと見てよい。しかし謂斉点 6の発電所排水からほ，時によってき日井9/e以上の水が出て

れ?とれは魚が棒息出来る限界に晶、景である。調資点?と 6文は 5の備会比較すると;~

布となっており，如何なる場合でも網棚枕 3oT-fl/e以下におさえるためには， t時
点?で?白A<9/ e以下でなければならない。
丸場ノ尺111に魚が穆めるよ弓に己主著するた湖こは，鉱山下で常時 30-35T-9/e月下でな
ければならない@しかし調査点 10の測定結果では 200-700AfI/eであるから許容賓の
7 __ 20 f抑銅を排出しているととになり，排水処理については今後一層検化すぺ去ものと考え

らまLる。
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表 1 岩木川水管鶏奇表(1)

5耳18日

水施 酸素号|飽和度
。。
官渇Vf q馬

1 4.8 1 0.06 98.7 

1 6.8 1 1. 3 5 1 1 6.0 

2' 1 6.8 1 2.51 1 27.9 

5 1 7.6 1.0.60 1 1 0.1 

4 14.6 1 0.50 1 02.5 

5 12.7 1 0.99 1 03.0 

6 1 0.0 1 0.92 96.0 

7 1 5.3 1 0.25 1 0 1. 6 

8 15.8 1 0.4 1 1 04.2 

? 1 0.1 10.90 1 0 O. 0 

1 0 11.4i10.40 94.8 

1 1 1 0.1 10.65 

-.→ 

9.03 1 00.1 

2 21.4 9.7 8 1 09.5 
ー ←一一ー一

2' 20.4 i 9.4 1 I 1 03.6 

5 20目5 9.1 5 1 00.8 

4 21.3 8.88 9守.3

5 21.7 9.47 98.0 

6 21.8 9.06 89.6 

7 1 9.8 8.88 96.4 

8 1 8.3 8.77 92.5 

? 16.6 9.27 94.2 

1 0 1 5.2 ヲ59 94.8 

1 1 1 3.9 9.60 92.4 

PH  電導度 制度)切断iT潟 時刻

u 国 『コ
6.41 6 iX1 02 8 1 I B I 1 6.0 1 1. 0日

6.86 7φ<102 6 B 18.0 1 1. 3口

一一7.30、 6⑫<102 ι B 1 7.0 1 1. 4 0 

7.35 I 8広 102 1 2 B 1 6.8 1 2.1 0 

7.68 1広 104! 20 B 1 8.0 1 3.40 

7.62 1.③<104 26 B 1 9.0 1 4.20 

7.58 2司。<104 3 2 C 1 6.6 1 4.4 0 

7.65 1.⑤<104 0.80 22 。 1 5.2 1 5.00 
7.7 0 lBX104 20 C 1 5.4 1 5.30 

7.64 1.4X1 04 3 10 。 1 6.0 1 5.50 
--.!ーー

6.94 7⑤<102 b守也 。 1 6.6 1 6.1 0 
2.わ<104 ι 。 1 6‘6 1 6.30 I 

7.25 90Xl02 1 2 ;|;2i!2J 6.98 90X1 02 1 4 
十一一一一一「ぷ;hf 一一ト一一←
6.91 10 B 22.2 1 1.30 I 
7.01 95X1口2 1 6 B 23.日 1 1.5 5 

7.1 6 ?砂<102 五ι B 

22.止と7.t 0 12><1 04 36 B 

7.09 1.沙<104 2ι B 

1計三π7.4 1 10><104 。‘75 22 B 

6.68 1.砂<104 40 7.8 
1 5.30 

ι.も五 1 6.00 

間十三iD4i ! B I 21.8 1 6.1 5 
ι 1 6.30 
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表 2 岩木1J17.lく苛謂奇表(2)

1 0月 30日

41 酸素量 調和度 i
pH  常導度 電位 事関，~/宮 鉄略4天候 気潟 時刻

主且脅/を qる
1.2>く100 4 

X10 QIIlV .().9/e mあ/e
1 1. 0 9 1 03.0 7.29 1.8 8 B 1 6. 5 10-30 

10 30 

2 1 2.5 11.42 1 1 0.8 7.1 8 1.4X10 4 3.7 1 0 B 1 6.2 
1仔-31

13. 30 

一一
2' 1 2る 宇.67 94.0 7.08 1.2><1日4 3.0 8 B 1 5. 9 

10-31 
13. 45 

5 12.圃 1 0.60 1 01.6 7.24 1.心<104 3.4 1 4 B 1 6.5 
1仔-31

12.20 

4 11. 4 1 0.73 1 01.8 7.28 1.5'<104 3.6 26 B 1 4. 9 
10-31 

1 0.40 
トー

5 10.8 7.30 1.5><104 3.0 24 B 1 4. 8 
10-31 I 

Jト1Ti6 10.9 1 0.8 7 101.4 7.42 13><1日4 2.9 5日 B 1 2. 8 

7 10.9 1 0.5 7 98.7 7.23 1.2X1 04 3.7 22 。1 2.5 10-30 
16.10 

8 1 0.8 10:65 99.3 7.27 1. 2><1 0 4 3.9 24 。1 2. 8 10-30 
15.50 

? 9.6 1 1. 4 1 1 03.3 7.25 1.3X1 0 4 五4 96 σ 1 2. 8 10-3日
15. 3日

" 

1 0 9.2 1 1.22 1 00.8 7.1 9 14><1 04 3. 4 340 。12. 5 1φ-30 
ヮー寸 8;6 1 1. 3 1 I 1 0 O. 1 7.36 3.CT<104 2.4.ー 6 o I 1 3， 2 

ト時二
14. 10 

1 2月t1臼

5 1.9 1 4.1 0 1 04.9 6.8日 1，4><104 8 0.1 6 s I -0.6 1 0.50 
4 3.2 1 3.63 1日5.1 7.08 1.4X104 2.8 7 0.1 9 。-0.6 1 5.30 
5 3. 9 1.争ぐ104 2.8 0.23 。-O. 4 1 5.1 0 
6 3.2 1.9><1 04 2. 9 1 3! 0.24 。j- 0.3 1 4.3 0 

トーーー ー一

7 4.6 1らく104 2.9 1 3 0.23 。 O. 1 1 4.0口

一
8 3.6 10.651 82.9 I 7.0日 1.9><104 2.7 5 1 1 0.1 81 。 。。 1 3.40 

? !;日| 0.0 1 3.2 5 

1 0 011257!98.8 I 6. 54! 95X1 0 2 I 2. 35 I 2 8 8|5叶。 。。 13. 1 5 

1 1 O. 0 1 3.0口
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表 5 銅含有雪量の日変化(調奇点9) 

月
時

7. 8 

日
刻

16: 00. 

1 7: 0 0 

1 8: 口口

1 9 : 00 

20: 00 

2 1: 00 

22: 00 

23:口0

24: 00 

7. 9 
1 .口口

2: 00 

3: 00 

も4:日。

5 : 0 0 

6 :口口

7" 口口

8 :日 O

9 : 0 0 

水 務2

3r、
1 6.6 

16.0 

気 混 Ip 
。門

22.6 -

22.0 

H 

6.63 

6.89 

6.93 

:;日三176.96 
14‘5 1 6.5 7.20 

1 4.2 1 6.5 7.19 

14.0 1 6.1 7.1 7 

13.8 

1 3.5 

13.4 

1五2 12.8 λ13 

1 2.8 9.8 7.1 2 

1 2.8 1 0.3 7.1 0 

12.9 10.1 7.15 

13.0 12.5 7.15 

1 3.7 16.2 7.1 5 

14.4 20.9 7.12 

銅 !備 考

一一」

9!l{f 

96 

104 

1ι巨きめる
96 

9 2 

92 

1 04 

1 1 2 

1 1 2 

1 0 8 

1 04 

108 

1 08 

一一ー一一「

戸己1J-lT十¥
1 0丹

1 n弓
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岩木川水生(底 t努)~虫
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42. 10.31 42. 10. 3日42.10.30 日 142.10. 30 月年1
印

品

仏

1
1 0.30 

トー一一一一一

1 0.6 

1 3.45 

2 12.6 12.5 1 2.0 1 1. 4 1 0.8 

0.9.40 1 5.1 5 

9.6 

1 4.4 5 

1 7 3 7 36 23 37 35 

06 0.8 1.0 1
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